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重要な現象の 1つである(Baldwin et al. 2001)。
QBO は気候モデルで再現させるのが難しい
現象の 1 つであり、IPCC AR4 で使用された
CMIP3ではQBOを表現しているモデルは無
かった。 
Kawatani et al. (2011)は非定常重力波パラ
メタリゼーションを組み込まなくても QBO
がシミュレートされる AGCM を用いて温暖















Kawatani et al. (2011)で議論されている。更に
Kawatani et al. (2012)は、海面水温と二酸化炭
素濃度の上昇が QBO 変化に及ぼす影響を個




(Butchart et al. 2006)。しかし現実大気で BD
循環が強まっているかどうかは不明で論争
中である(Engel et al. 2009; Stiller et al. 2012, 































年 1 月から 1967 年 3 月まではカントン島（3
ºS, 172ºW）、1967 年 9 月から 1975 年 12 月ま































HadGEM2-CC historical,  
rcp45 
MIROC-ESM-CHEM historical,  
rcp45 
MIROC-ESM historical,  
rcp45 
MPI-RSM-MR historical,  
rcp45 
表 2：解析した CMIP5 モデルとシナリオ 
 
CMIP5 について、現在データを取得済み
の 39 種類のモデルの中では、QBO を表現し














（Dunkerton and Delish, 1985; Taguchi 2010)。 



































析は出来ないが、Kawatani et al. (2011)から、
これら 4 つのモデルでも、BD 循環の強化が
下部成層圏 QBO の振幅を弱めている事を示
唆している。 







NCEP-1, NCEP-2, NCEP-CFSR では正のトレ
ンドとなっており、ラジオゾンデ観測データ
と真逆の結果を示していた。   
















MIROC-AGCM で は 指 摘 さ れ て い た
(Kawatani et al. 2011, 2012)。CMIP5 モデルを





振 幅 の 再 現 性 が 一 番 良 か っ た の は
ERA-Interim であった。 
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図 4．CMIP5 モデルにおける赤道上の帯状平均東西風の時間－高度断面図。Historical run の
1990 年から 1999 年までの 10 年分。39 種類のモデル中、QBO を表現しているモデルは 5 つ
あるが、CESM1-WACCM は観測データによるナッジングを施している為、解析対象外とした。 
 
 
図 5. ラジオゾンデ観測データと客観解析データに現れた赤道上における東西風の時間－高
度断面図。客観解析は帯状平均している。 
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